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一
、
文
学
倫
理
学
批
評
の
誕
生
の
と
そ
の
背
景

人
類
は
倫
理
を
表
現
す
る
た
め
に
文
字
を
生
み
出
し
、
文
字
に
よ
っ

て
日
常
生
活
と
人
類
自
身
の
倫
理
に
対
す
る
理
解
を
記
し
た
。
そ
し
て
テ

キ
ス
ト
が
生
ま
れ
、
最
初
の
文
字
が
誕
生
し
た
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、

時
代
・
国
・
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
文
学
は
倫
理
的
な
読
み
が

可
能
だ
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

倫
理
批
評
（
倫
理
の
視
点
か
ら
文
学
を
分
析
す
る
こ
と
）
の
歴
史
は
、
古
代

ギ
リ
シ
ャ
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。二
十
世
紀
六
十
年
代
に
入
る
と
、

倫
理
批
評
は
民
権
運
動
、
反
戦
運
動
、
学
生
運
動
、
女
性
解
放
運
動
、
環

境
保
護
運
動
な
ど
の
高
ま
り
と
と
も
に
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
批
評

の
倫
理
性
を
強
調
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
、
新
歴
史
主
義
批
評
や
文
化

批
評
、
中
で
も
ウ
エ
ー
ン
・
Ｃ
・
ブ
ー
ス
（W

ayne
C.

Booth

）

氏
が
推
進

し
た
ア
メ
リ
カ
の
倫
理
批
評
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
九
十
年
代
に
入

る
と
、
倫
理
批
評
の
勢
い
が
急
速
に
衰
え
て
い
き
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ａ
・

「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」

と
し
て
の
人
間

―
文
学
倫
理
学
批
評
の
視
点
か
ら

―任

潔

R
E

N
J

i
e

ポ
ズ
ナ
ー
（Richard

A
.Posener

）
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
衰
退
の
理
由
は
、

西
洋
の
倫
理
批
評
に
独
自
の
用
語
と
理
論
上
の
特
徴
が
な
く
、
方
法
論
と

し
て
文
学
倫
理
学
か
ら
独
立
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

中
国
に
お
け
る
文
学
批
評
は
、
西
洋
の
文
学
理
論
か
ら
強
い
影
響
を

受
け
て
い
る
。
改
革
開
放
政
策
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
中
国
の
文
学
研
究

は
西
洋
の
文
学
理
論
と
批
評
方
法
を
取
り
入
れ
、
外
来
の
文
学
理
論
と
の

共
存
を
図
る
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
中
国
で
使
わ
れ
て
い
る
主

な
西
洋
文
学
理
論
と
批
評
方
法
は
、
概
ね
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で

き
る
。
①
形
式
を
強
調
す
る
形
式
批
評
、
②
文
化
と
権
利
の
関
係
、
文
化

と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
覇
権
主
義
の
関
係
な
ど
を
中
心
と
す
る
文
化
批
評
、
③

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
、
環
境
批
評
、
新
歴
史
主
義
批
評
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
批
評
な
ど
政
治
、
社
会
の
視
点
か
ら
展
開
す
る
文
学
批
評
、
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
学
批
評
は
政
治
、
道
徳
、
性
別
、
種
族
と
い
っ
た

角
度
か
ら
研
究
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
結
局
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発

点

―
形
式
、
文
化
、
性
別
、
環
境
な
ど
に
行
き
戻
っ
て
し
ま
い
、
次
第

に
倫
理
の
問
題
か
ら
遠
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
国
の
文
学
批
評
は
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ

る
。
ま
ず
は
、
文
学
か
ら
離
れ
て
、
理
論
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（Theoretical

Com
plex

）
、
命
題
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（Preordained

Com
plex

）
、
用
語
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
（Term

Com
plex

）
の
傾
向
が
著
し
い
こ
と
で
あ
る
。
次
は
、「
芸

術
の
た
め
の
芸
術
」
と
い
う
文
学
観
に
基
づ
い
て
、
倫
理
的
価
値
よ
り
も

文
学
作
品
の
美
的
価
値
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
は
、
市
場

経
済
の
影
響
で
倫
理
的
価
値
の
排
斥
と
、
文
学
作
品
の
商
品
と
し
て
の
価

値
を
強
調
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ト
・
チ
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ャ
ー
ト
や
定
価
な
ど
が
、
文
学
作
品
の
価
値
を
判
断
す
る
基
準
に
な
っ
て

き
て
い
る
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
、
二
〇
〇
四
年
十
月
、
文
学
倫
理
学
批
評

が
聶
珍
釗
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
聶
氏
は
、
今
ま
で
の
中
国
の
文
学

研
究
に
足
り
な
い
部
分
を
補
う
た
め
に
、
西
洋
の
文
学
批
評
の
理
論
と
方

法
を
参
照
し
て
、
中
国
の
伝
統
的
な
道
徳
批
評
を
も
と
に
文
学
批
評
理
論

の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
、
先
述
の
諸
問
題
へ
の
対
応
を
試
み
て
い
る
。

聶
氏
が
唱
え
た
文
学
倫
理
学
批
評
は
、
発
展
し
て
い
く
中
国
の
文
学
研
究

の
要
望
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
、
習
近
平
主
席
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
政
府
は
、
「
中
国

の
夢
」
と
い
う
思
想
を
発
表
し
た
。
習
主
席
は
、
誰
し
も
理
想
や
夢
を
追

い
求
め
る
も
の
、
そ
し
て
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
の
実
現
が
近
代
以
降

の
中
華
民
族
の
も
っ
と
も
偉
大
な
夢
だ
と
述
べ
て
い
る
。「
中
国
の
夢
」

と
は
国
家
の
富
強
、
民
族
の
振
興
、
人
民
の
幸
せ
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ

る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
文
学
と
芸
術
の
復
興
も
「
中
国
の
夢
」
の
重

要
な
一
部
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
中
国
の
夢
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
は
、
文
学
と
芸
術
の
役
割
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
な
ら
な
い
。
文
学

と
芸
術
を
通
し
て
伝
達
さ
れ
た
真
善
美
の
価
値
観
が
国
民
の
道
徳
修
養
を

高
め
、
倫
理
的
秩
序
の
あ
る
生
活
に
も
役
立
つ
の
で
あ
る
。

現
在
、
文
学
領
域
で
も
っ
と
も
際
立
っ
た
問
題
は
、
倫
理
的
配
慮
と

道
徳
的
価
値
の
欠
如
で
あ
る
。
習
主
席
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
「
中
国
の

夢
」
は
、
工
業
化
と
享
楽
主
義
に
よ
っ
て
生
じ
た
文
学
領
域
の
一
連
の
問

題
に
も
対
応
し
、
中
国
文
学
を
伝
道
的
な
道
徳
価
値
の
も
と
に
復
帰
さ
せ

よ
う
と
す
る
呼
び
か
け
で
あ
る
。
聶
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
文
学
倫
理

学
批
評
は
、習
主
席
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
学
術
界
か
ら
の
応
答
で
あ
る
。

し
か
し
、そ
れ
は
単
な
る
政
治
的
な
呼
び
か
け
に
対
す
る
応
答
で
は
な
く
、

工
業
化
や
商
業
化
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
現
代
に
対
す
る
倫
理
的
配
慮
で

も
あ
る
。
こ
の
二
十
数
年
間
、
聶
氏
と
そ
の
チ
ー
ム
は
こ
の
崇
高
な
目
標

の
た
め
に
努
力
し
続
け
て
い
る
。

文
学
倫
理
学
批
評
と
は
、
倫
理
の
視
点
か
ら
文
学
を
分
析
・
解
釈
・

鑑
賞
し
、
文
学
の
倫
理
的
価
値
と
教
化
的
機
能
を
汲
み
と
る
批
評
方
法
で

あ
る
。
最
初
か
ら
方
法
論
の
構
築
と
そ
れ
を
文
学
批
評
に
適
用
す
る
こ
と

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
倫
理
批
評
と
は
異
な
る
特
徴
を
示
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
西
洋
の
倫
理
批
評
を
そ
の
ま
ま
移
植
し
た
も
の
で
は

な
く
、
参
考
の
上
で
革
新
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
倫
理
選
択

（ethicalselection

）

を
基
本
理
論
と
し
て
、
「
人
類
文
明
三
段
階
論
」
を
提

起
し
た
。
そ
れ
は
自
然
選
択
（natural

selection

）
、
倫
理
選
択
、
科
学
選
択

（scientific
selection

）
と
い
う
三
つ
の
段
階
で
あ
る
。
自
然
選
択
は
人
間
の

形
態
上
の
問
題
を
解
決
し
、
「
我
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
と
い
う
問

い
に
答
え
る
、
倫
理
選
択
は
人
間
の
本
質
な
問
題
を
解
決
し
、「
我
々
は

何
者
か
」
と
い
う
問
題
に
答
え
、
科
学
選
択
は
人
間
の
科
学
化
の
問
題
を

解
決
し
、
「
我
々
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る

。「
人

(1)

類
文
明
三
段
階
論
」
は
、
文
学
倫
理
学
批
評
の
人
間
論
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
日
本
文
学
に
お
け
る
代
表
的
な
作
品
に
は
、
多
か
れ

少
な
か
れ
倫
理
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
文
学
倫
理
学
批
評
は
、
西

洋
の
倫
理
批
評
や
中
国
の
伝
統
的
道
徳
批
評
と
異
な
る
独
自
の
理
論
を
持

っ
て
お
り
、
文
学
倫
理
学
批
評
の
視
点
で
、
日
本
文
学
を
再
考
す
る
こ
と
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は
可
能
で
あ
る
。
人
類
文
明
の
発
展
に
つ
い
て
文
学
倫
理
学
批
評
は
「
人

類
文
明
三
段
階
論
」
を
提
唱
し
、
新
た
な
見
解
を
出
し
て
い
る
た
め
、
従

来
、
日
本
の
学
術
界
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
推
理
小
説
研
究
や
サ
イ
エ
ン

ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
研
究
に
も
、
新
風
を
吹
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
本
論
は
、
「
人
類
文
明
三
段
階
論
」
の
も
っ
と
も
重
要
な
用
語
で
あ

る
「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
日
本
で
の
「
ス

フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
」
や
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
』
理
解
・
研
究
を
考
慮
し

た
上
で
、
「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
を
日
本
の
文
学
研
究
に
用

い
る
可
能
性
を
追
い
求
め
る
。

二
、「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
と
は
何
か
(2)

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
（Sphinx

）

は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
神
話
の
中
の
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。
初
め
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
神
話
に
現
れ
、
紀
元
前1600

年

頃
に
ギ
リ
シ
ャ
に
伝
え
ら
れ
た
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
テ
ー
ベ
へ
通
じ
る
十

字
路
に
座
り
、
通
行
人
に
謎
か
け
を
す
る
。
答
え
ら
れ
な
い
場
合
、
そ
の

人
は
殺
さ
れ
る
。
こ
の
謎
は
か
な
り
象
徴
的
で
あ
る
。
朝
に
は
四
本
足
、

昼
に
は
二
本
足
、
夜
に
は
三
本
足
で
歩
く
も
の
は
何
か
。
こ
の
謎
の
答
え

は
、
人
間
で
あ
る
。
正
解
で
き
る
テ
ー
ベ
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
が
、

つ
い
に
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
そ
の
答
え

―
人
間
を
言
い
当
て
た
。
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
は
恥
ず
か
し
さ
の
あ
ま
り
崖
か
ら
身
を
投
げ
て
自
殺
し
た
。
〈
人

間
〉
に
関
す
る
こ
の
謎
は
「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の

テ
ー
ベ
人
を
困
ら
せ
、
悩
ま
せ
る
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
現

代
で
は
謎
の
難
し
さ
よ
り
、
人
間
自
身
を
認
識
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
ヒ

ン
ト
を
与
え
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

津
田
淳
は
著
書
『
人
間
の
森
の
探
究

―
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
は
解

け
る
の
か
』
で
は
、「
人
間
に
本
性
は
あ
る
か
」
、「
人
間
と
そ
の
社
会
」「
宗

教
体
験
の
構
造
」
と
い
う
三
つ
の
角
度
か
ら
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
に
つ
い

て
論
じ
、
猿
が
森
を
失
い
、
直
立
に
よ
る
手
と
脳
の
発
達
で
『
自
由
』
を

獲
得
し
た
人
間
は
、
英
知
と
無
知
、
尊
厳
と
卑
劣
の
間
に
引
き
裂
か
れ
た

自
己
矛
盾
的
な
存
在
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る

。
文
学
倫
理
学
批
評
の

(3)

理
論
は
、
津
田
氏
の
説
と
類
似
し
て
い
る
。

文
学
倫
理
学
批
評
で
は
、
ア
ポ
ロ
ン
の
神
殿
に
刻
ま
れ
た
意
味
深
い

言
葉
「
汝
自
身
を
知
れ
」
か
ら
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
神
話
に
出
て
き
た
人

獣
一
体
の
怪
物
は
、
ち
ょ
う
ど
人
間
が
猿
か
ら
進
化
し
て
き
た
と
い
う
こ

と
を
芸
術
的
に
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
が
自
然
選
択
を
終
え
た
あ
と

の
最
初
の
姿
で
あ
る
。
生
物
的
選
択
を
終
え
て
未
開
の
状
態
か
ら
脱
し
た

ば
か
り
の
古
代
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で

あ
っ
た
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
助
成
の
頭
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
見

れ
ば
、
彼
女
は
人
間
で
女
で
あ
る
。
一
方
、
ラ
イ
オ
ン
の
体
を
持
つ
点
か

ら
見
れ
ば
、
彼
女
は
人
間
で
は
な
く
獣
で
あ
る
。
彼
女
の
体
に
つ
い
て
い

る
蛇
の
形
を
し
た
尻
尾
こ
そ
、
野
獣
の
淫
欲
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
人
間
で
あ
り
獣
で
も
あ
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
一
体
何
者
で
あ
ろ
う

か
。
人
間
な
の
か
、
そ
れ
と
も
獣
な
の
か

―
こ
れ
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の

直
面
し
て
い
た
「to

be
or

not
to

be

」
と
い
う
問
い
に
似
て
お
り
、
理

性
の
萌
芽
が
見
ら
れ
た
ば
か
り
の
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
人
間
を
大
い
に
困

ら
せ
た
問
題
で
も
あ
る
。
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ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
は
、
ど
の
よ
う
に
人
間
を
獣
か
ら
区
別
す
る
か

に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
進
化
の
過
程
で
、
人
間
は
自
然
選
択
を
し
て

人
の
形
を
手
に
入
れ
た
の
と
同
時
に
、
自
分
の
体
に
は
ま
だ
獣
の
特
徴
、

例
え
ば
生
存
本
能
や
生
殖
本
能
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。
人

間
の
頭
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
自
分
が
獣
と
異
な
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
オ
ン
の
体
と
蛇
の
尻
尾
が
象
徴
す
る

根
源
的
な
欲
望
も
ま
た
、
彼
女
に
自
分
が
獣
と
違
わ
な
い
こ
と
を
感
じ
さ

せ
た
。
外
形
か
ら
見
れ
ば
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
人
間
で
あ
り
獣
で
も
あ
る

ゆ
え
、
自
分
は
一
体
人
間
な
の
か
、
そ
れ
と
も
獣
な
の
か
と
い
う
こ
と
こ

そ
、
彼
女
が
も
っ
と
も
知
り
た
い
こ
と
だ
っ
た
。
〈
人
間
〉
に
関
す
る
謎

か
け
は
、
人
間
の
存
在
に
対
す
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
困
惑
を
は
っ
き
り
と

表
出
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
が
誕
生
し
た
理
由
で
あ

る
。ス

フ
ィ
ン
ク
ス
が
出
し
た
謎
は
、
人
間
が
己
を
認
知
し
よ
う
と
す
る

歴
史
的
な
問
題
を
象
徴
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
分
自
身
を
認
識
せ
よ
、

と
い
う
こ
と
を
提
示
し
た
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
、
長
い
間
、
人
々
に
誤
解
さ

れ
誤
読
さ
れ
て
、
人
間
と
敵
対
す
る
怪
獣
の
よ
う
な
存
在
と
見
な
さ
れ
て

い
た
。
で
は
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う

か
。
単
な
る
怪
物
で
は
な
く
、
古
代
の
人
間
が
自
分
自
身
を
認
識
し
よ
う

と
し
た
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
、
あ
る
い
は
人
間
の
本
質
を
理
解
さ
せ
る

た
め
の
鍵
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
独
特
な
外
見
は
、
人
間
の
頭
と
ラ
イ
オ
ン
の
体
が

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
重
要
な
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
特
徴
に
は
、
①
人

間
に
と
っ
て
、
頭
は
姿
・
外
見
上
、
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
人

間
の
生
物
的
選
択
の
結
果
だ
と
い
う
こ
と
、②
人
間
の
頭
は
理
性
の
象
徴
、

つ
ま
り
長
い
進
化
を
経
て
生
物
的
選
択
を
し
た
人
間
に
理
性
が
萌
芽
し
た

と
い
う
こ
と
、
③
ラ
イ
オ
ン
の
体
は
、
人
間
が
獣
か
ら
進
化
し
た
こ
と
の

証
拠
、
と
い
う
三
つ
を
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の

よ
う
な
、
獣
と
完
全
に
分
か
れ
て
い
な
い
人
間
の
中
に
は
、
獣
と
同
様
な

性
質
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
文
学
倫
理
学
批
評
で
は
、
こ
の
人
・
獣
の
一

体
化
は
「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」（Sphinx

factor

）

と
名
付
け

ら
れ
て
い
る
。

「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー

（hum
an

factor

）
と
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
（anim

al
factor

）
の
二
つ
か

ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
人
間
に
と
っ
て
い
ず
れ

も
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
両
者
が
有
機
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
く
こ

と
で
、完
全
な
人
間
が
出
来
上
が
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

フ
ァ
ク
タ
ー
は
上
位
フ
ァ
ク
タ
ー
で
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
下
位
フ

ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
前
者
は
後
者
を
支
配
し
て
、
人
間
を
倫
理
的
な
存
在

に
し
て
い
る
。

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
生
物
性
と
理
性
の
角
度
か
ら
人
間

の
基
本
的
な
特
徴
、
つ
ま
り
人
間
の
体
に
善
悪
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
を

説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
実
の
人
間
も
文
学
の
中
の
人
間
も
、
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
人
は
己
の
理
性
で
獣
性

を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
獣
で
は
な
く
〈
人
間
〉
に
な
ろ
う
と
す
る
存
在
で

あ
り
、
獣
性
し
か
持
た
な
い
人
間
は
い
な
い
し
、
理
性
し
か
持
た
な
い
人
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間
も
い
な
い
。
聖
人
や
悪
魔
の
類
も
、
人
間
を
善
く
さ
せ
る
た
め
の
手
本

も
し
く
は
戒
め
と
し
て
、
極
端
に
理
想
化
さ
れ
／
極
悪
者
に
仕
立
て
上
げ

ら
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
文
学
作
品
の
場
合
、
ス
フ
ィ
ン
ク

ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
異
な
る
組
み
合
わ
せ
や
内
容
の
変
化
は
、
作
中
人
物

の
行
動
や
性
格
に
影
響
し
て
様
々
な
倫
理
衝
突
を
起
こ
し
、
作
品
の
伝
え

る
道
徳
観
・
価
値
観
に
も
変
化
を
も
た
ら
す
。
小
説
人
物
の
複
雑
な
感
情

や
行
動
を
理
解
す
る
の
に
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
他
の
文
学

理
論
と
異
な
る
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
役
に
立
つ
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
す
な
わ
ち
倫
理
観
は
、
主
に
人
間
の
頭
・

脳
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
理
性
的
意
志
と
い
う
形
で
表
れ
て
い
る
。
頭
・

脳
は
、
野
蛮
か
ら
文
明
へ
と
進
ん
で
い
く
過
程
で
、
人
間
が
行
な
っ
た
生

物
的
選
択
の
結
果
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
間
が
生
物
的
な
変
化
を
経
験

し
た
こ
と
を
外
見
的
で
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
人
間
に
は
倫
理
観
が
現

れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
も
注
目
を
要
す
る
。
ス
フ
ィ
ン

ク
ス
が
人
間
の
頭
を
持
つ
こ
と
は
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
体
に
す
で
に
人
間

的
な
特
徴
、
つ
ま
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
が
存
在
し
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
人
間
が
野
蛮
の
時
代
か
ら
文
明
の
時
代
へ
と
歩
む
過
程
で

現
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
人
間
自
身
の
進
化
を
促
す
要
素

で
あ
り
、
人
間
性
そ
の
も
の
で
は
な
く
人
間
性
の
〈
種
〉
な
の
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
が
な
け
れ
ば
、
人
間
が
倫
理
観
と
人
間
性
を

持
つ
存
在
と
な
る
こ
と
も
、
獣
か
ら
〈
人
間
〉
へ
移
行
す
る
こ
と
も
不
可

能
で
あ
る
。
こ
の
人
間
性
は
、
獣
か
ら
区
別
さ
れ
る
人
間
の
本
質
的
な
特

徴
で
あ
る
。
倫
理
観
は
そ
の
外
的
表
現
で
あ
り
、
本
当
の
〈
人
間
〉
で
あ

る
こ
と
を
示
す
特
徴
の
一
つ

―
善
悪
を
弁
別
す
る
能
力
を
意
味
す
る
。

倫
理
観
な
し
に
は
、
善
悪
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
善
悪
を
分
別

で
き
な
け
れ
ば
、
人
間
は
真
の
人
間
と
言
え
な
い
。
例
え
ば
、
ア
ダ
ム
と

イ
ヴ
は
エ
デ
ン
の
園
で
、
禁
断
の
果
実
を
食
べ
て
善
悪
を
区
別
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
彼
ら
が
禁
断
の
果
実
を
を
食
べ
る
と
い
う
決
断
を
下
し

た
の
は
、
も
と
も
と
彼
ら
に
倫
理
観
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

要
す
る
に
、
人
間
の
頭
・
脳
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

フ
ァ
ク
タ
ー
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
間
は
倫
理
観
で
善
悪
を
区
別
し
て
動
物

的
本
能
か
ら
自
分
を
解
放
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
倫
理
的
な
人
間
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
人
間
の
基
本
的
な
属
性
は
、
善
悪
を
区
別
す
る
倫
理
的
特

性
を
通
し
て
体
現
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
異

な
り
、
進
化
の
過
程
で
残
っ
た
動
物
的
な
本
能
で
あ
り
、
人
間
の
中
に
存

在
す
る
獣
性
の
部
分
で
あ
る
。
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
人
間
の
根
元

的
な
欲
望
と
深
く
つ
な
が
っ
て
お
り
、
自
然
的
意
志
と
自
由
意
志
と
の
形

で
現
れ
て
い
る
。
自
然
的
意
志
は
リ
ビ
ド
ー
（libido

）
の
外
部
的
な
表
現

形
式
で
あ
り
、
自
由
意
志
は
欲
望
の
外
部
的
な
表
現
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、

ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
人
間
の
中
に
存
在
す
る
非
人
間
的
な
部
分
だ

が
、
こ
れ
を
獣
性
と
同
等
し
て
は
な
ら
な
い
。
動
物
の
中
に
あ
る
獣
性
は
、

理
性
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
獣
に
し
か
な
い
要
素
で

あ
り
、
獣
が
人
間
か
ら
区
別
さ
れ
る
本
質
的
な
特
質
で
も
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
人
間
が
進
化
を
遂
げ
た
後
も
ま

だ
体
に
残
っ
て
い
る
動
物
的
な
性
質
で
あ
り
、
人
間
が
獣
か
ら
進
化
し
た

こ
と
と
、
野
蛮
の
状
態
か
ら
離
れ
て
も
動
物
的
な
要
素
を
保
有
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
善
悪
を
弁
別
す
る
能
力
の
有
無
で
人
間
と
獣
が
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区
別
さ
れ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
が
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
で
、
人
間
は
理
性
を
持
つ
〈
人
間
〉
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
人
間
の
持
つ
最
も
本
質
的
な
特
徴
は
倫
理
観
を
持
つ
こ

と
で
あ
り
、
倫
理
観
が
な
い
と
人
間
は
本
当
の
理
性
的
存
在
に
な
れ
な
い

た
め
、
そ
の
意
味
で
は
、
人
間
は
倫
理
的
な
存
在
と
も
言
え
る
。

三
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
倫
理
犯
罪
(4)

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
悲
劇
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
『
詩
学
』
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
例

え
ば
後
藤
淳
東
は
、「
ギ
リ
シ
ア
人
の
人
間
観
：
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
を
手
が

か
り
に
し
て
」
で
、
斬
新
か
つ
示
唆
的
な
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。

オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
は
自
分
の
足
を
見
る
こ
と
で
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎

を
解
い
た
「
人
間
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
怒
り
に
よ
る
傲
慢
さ
に
よ

り
そ
の
存
在
規
定
す
な
わ
ち
「
禁
忌
の
輪
」
で
あ
る
限
界
措
置
を
視

界
の
外
に
し
た
と
き
、
大
地
に
立
つ
確
実
な
足
を
端
緒
と
し
た
彼
の

「
知
」
も
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
悲
劇
の
中
に
わ
れ
わ
れ
が
読

む
べ
き
人
間
の
「
原
型
（
パ
ラ
デ
ィ
グ
マ
）」
と
は
、「
汝
自
身
を
知

れ
」
と
い
う
格
言
が
説
く
自
己
探
求
に
よ
る
限
界
認
識
と
、
同
じ
く

「
矩
を
越
え
る
こ
と
な
か
れ
」
が
戒
め
る
「
知
」
に
驕
る
こ
と
な
い

平
静
の
中
で
自
己
を
反
復
探
求
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。(5)

本
論
は
、
文
学
倫
理
学
批
評
の
「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
と

い
う
独
自
の
用
語
を
用
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
理
解

と
異
な
る
視
座
か
ら
作
品
を
考
察
す
る
。

文
学
倫
理
学
批
評
に
お
け
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
は
、
人
間
が
自
然
選

択
を
終
え
た
後
に
残
っ
た
、
人
間
に
な
る
か
獣
に
な
る
か
と
い
う
倫
理
的

な
問
題
そ
の
も
の
で
あ
る
。
生
物
的
選
択
を
経
て
人
間
の
形
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
人
間
は
、
二
回
目
の
選
択
す
な
わ
ち
倫
理
的
選
択
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が
謎
の
答
え
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
彼
が

人
間
と
獣
を
区
別
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
さ
に
倫
理
的
な
選
択
を
し
た

結
果
だ
と
言
え
る
。

『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
の
中
で
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
は
近
親
相
姦
と
父
親

殺
し
の
物
語
を
通
し
て
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
悲
劇
的
な
倫
理
的
選
択
を
語

っ
て
い
る
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
を
解
い
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
、
何
も
知

ら
な
い
う
ち
に
自
分
の
父
親
を
殺
し
、
テ
ー
ベ
の
王
に
な
っ
て
自
分
の
母

親
と
結
婚
し
た
。
そ
の
時
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
、
自
分
の
殺
し
た
人
が
自

分
の
父
親
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
結
婚
相
手
の
イ
オ
カ
ス
テ
が
自
分
の
母
親

だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
か
つ
て
謎
を
解
き
、
テ

ー
ベ
の
人
々
を
苦
し
み
か
ら
救
っ
た
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
、
知
ら
ず
に
近
親

相
姦
と
父
親
殺
し
の
罪
を
犯
し
た
た
め
、
テ
ー
ベ
に
大
き
な
災
い
を
招
い

た
。
物
語
の
冒
頭
で
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
は
、
由
縁
も
知
ら
な
い
疫
病
が
や
っ

て
き
て
、
数
え
切
れ
な
い
人
が
死
ん
て
し
ま
い
、
都
が
壊
滅
さ
れ
、
血
の

色
と
同
じ
に
真
っ
赤
な
波
の
中
に
上
下
に
揺
れ
た
船
の
ご
と
き
、
疫
病
神

に
苦
し
め
ら
れ
て
ば
か
り
い
た
と
、
テ
ー
ベ
の
凄
ま
じ
い
風
景
を
描
写
し

て
い
る
。
こ
の
災
難
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
に
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
ク
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レ
オ
ン
に
依
頼
し
て
、
ア
ポ
ロ
の
ピ
ュ
ト
ー
神
殿
に
解
決
策
を
求
め
に
行

か
せ
た
。
す
る
と
、
災
い
を
招
い
た
の
は
、
テ
ー
ベ
に
先
王
ラ
イ
オ
ス
を

殺
し
た
人
が
い
る
か
ら
で
、
こ
の
穢
れ
を
取
り
除
か
な
い
と
、
テ
ー
ベ
を

災
難
か
ら
救
う
方
法
は
な
い
と
の
返
答
が
来
た
。
こ
の
後
、
先
王
を
殺
し

た
犯
人
が
ほ
か
で
も
な
く
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
イ
オ
カ
ス
テ
は
自
殺
し
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
自
ら
両
目
を
刺
し
た
。

な
ぜ
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
ラ
イ
オ
ス
殺
害
は
、
こ
れ
ほ
ど
悲
惨
な
結
果
を
も

た
ら
し
た
の
か
。
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
犯
し
た
近
親
相
姦
と
父
親
殺
し
と
い

う
恐
ろ
し
い
罪
の
物
語
が
、
こ
の
殺
人
事
件
の
背
後
に
隠
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
倫
理
犯
罪
に
は
、
母
親
と
の
結
婚
と
父
親
殺
し
と
い

う
二
つ
の
罪
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
当
時
で
は
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
父
親
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
間
違

っ
た
結
婚
を
す
る
運
命
を
辿
っ
た
。
こ
の
間
違
っ
た
結
婚
の
せ
い
で
、
女

性
（
イ
オ
カ
ス
テ
）
と
そ
の
夫
（
ラ
イ
オ
ス
）
の
間
に
ま
た
夫
（
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
）

が
生
ま
れ
、
母
（
イ
オ
カ
ス
テ
）
と
息
子
（
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
）
の
間
に
ま
た
子

供
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
息
子
だ
っ
た
人
は
夫
に
、
母
親

だ
っ
た
人
は
妻
に
、
自
分
の
子
供
だ
っ
た
人
は
自
分
の
兄
弟
に
な
る
と
い

う
矛
盾
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
許
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、

オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
父
親
殺
し
と
母
親
と
の
婚
姻
が
、「
災
難
」
の
源
や
「
罪
」

と
さ
れ
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

古
代
社
会
で
は
、
近
親
相
姦
は
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
生
物
的
選

択
を
し
て
い
る
間
に
、
親
族
者
同
士
に
よ
る
性
的
行
為
が
悪
い
結
果
へ
と

至
り
か
ね
な
い
こ
と
を
知
っ
た
人
々
は
、
こ
の
行
為
を
禁
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
た
。
こ
の
意
識
は
、
社
会
の
発
展
に

つ
れ
て
タ
ブ
ー
と
な
り
、
定
着
し
て
い
く
。

タ
ブ
ー
は
、
生
殖
に
対
す
る
古
代
人
の
素
朴
な
理
解
で
あ
り
、
人
類
社

会
に
お
け
る
倫
理
観
念
の
源
で
あ
る
。
タ
ブ
ー
は
ト
ー
テ
ム
に
起
源
を
持

っ
て
い
る
。
古
代
の
諸
民
族
は
、
動
物
を
ト
ー
テ
ム
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

崇
拝
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
こ
の
動
物
の
ト
ー
テ
ム
は
、
人
間
の
体

に
残
っ
て
い
る
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
象
徴
、
換
言
す
る
と
人
間
の

生
物
的
選
択
に
関
す
る
記
憶
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
を
思

わ
せ
る
。
ま
た
、
同
じ
親
縁
関
係
を
持
つ
人
は
同
じ
ト
ー
テ
ム
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ー
テ
ム
で
相
手
の
親
類
関
係
を
見
分
け
ら
れ
る
た
め
、
ト

ー
テ
ム
は
タ
ブ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
働
く
。
古
代
の
倫
理
観
念
の
中

で
出
来
上
が
っ
た
タ
ブ
ー
は
、
主
と
し
て
近
親
相
姦
と
親
殺
し
の
行
為
、

つ
ま
り
親
縁
関
係
に
あ
る
者
同
士
、
特
に
親
と
子
供
、
ま
た
兄
弟
の
間
で

行
わ
れ
る
性
的
行
為
あ
る
い
は
殺
害
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
タ
ブ

ー
が
現
れ
る
前
に
、近
親
相
姦
と
肉
親
殺
し
は
一
般
的
な
現
象
だ
っ
た
が
、

自
然
選
択
の
過
程
で
、
こ
れ
を
禁
止
す
べ
き
だ
と
人
々
は
気
づ
き
、
親
族

者
同
士
の
性
的
／
殺
害
行
為
を
否
定
す
る
タ
ブ
ー
意
識
が
高
ま
っ
た
。
倫

理
選
択
の
段
階
に
入
る
と
、
こ
の
タ
ブ
ー
は
単
な
る
意
識
か
ら
、
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
規
範
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

道
徳
の
観
念
が
ま
だ
現
れ
て
い
な
か
っ
た
古
代
の
人
間
社
会
で
は
、
倫

理
の
秩
序
は
タ
ブ
ー
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
人
間
は
近
親

相
姦
を
恐
れ
た
あ
ま
り
、
こ
れ
を
厳
し
く
禁
止
す
る
こ
と
に
し
た
。『
オ

イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
の
中
で
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
も
近
親
相
姦
と
親
殺
し
を
極

め
て
恐
れ
て
い
る
人
物
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
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れ
ら
の
罪
に
対
す
る
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
倫
理
的
意
識
も
描
か
れ
て
お
り
、

強
い
倫
理
的
意
識
の
た
め
に
、
彼
は
自
分
の
罪
の
深
さ
を
誰
よ
り
も
自
覚

し
て
い
る
。
恐
怖
に
陥
っ
た
る
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
が
両
目
を
突
き
刺
し
、
自

分
を
懲
罰
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
悲
劇
と
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

う
一
度
確
認
し
よ
う
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
を
解
い
た
時
の
オ
イ
デ
ィ
プ

ス
は
理
性
的
な
人
間
で
あ
り
、
善
悪
を
弁
別
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
人
間

と
獣
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。倫
理
観
念
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
理
性
の
印
で
あ
る
。
倫
理
観
念
は
、
よ
く
倫
理
禁
忌
の

維
持
に
見
ら
れ
て
お
り
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
悲
劇
で
は
、
父
親
を
殺
す
こ

と
と
母
親
と
結
婚
す
る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
父
親
を
殺
し
、
母

親
と
結
婚
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
人
間
が
理
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

も
、
体
の
中
に
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
姿
が
開
示
し
て
い
る
よ
う
な
ア
ニ
マ

ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
が
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一

方
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
人
間
の
頭
が
象
徴
し
て
い
る
理
性
的
意
志
は
ア
ニ

マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
た
め
、
理
性
的
意
志
を
持

つ
こ
と
で
、
人
間
は
人
間
ら
し
く
い
ら
れ
る
。
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
場
合
、

理
性
的
意
志
は
、
彼
の
強
い
倫
理
的
意
識
に
あ
た
る
。
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
は
、

父
親
を
殺
し
た
犯
人
が
誰
で
あ
ろ
う
と
必
ず
捜
し
出
し
て
、
厳
し
く
処
罰

す
る
と
決
め
た
。
自
分
こ
そ
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
後
も
、
彼
は
己

を
許
す
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
の
不
幸
は
、
人
が

倫
理
的
選
択
を
終
え
て
野
蛮
の
時
代
に
入
り
、
長
い
文
明
化
を
経
て
よ
う

や
く
倫
理
観
の
持
つ
〈
人
間
〉
に
な
っ
た
過
程
は
、
常
に
悲
劇
が
伴
っ
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

四
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
日
中
の
怪
異
文
学
研
究

中
国
の
怪
異
文
学
と
い
え
ば
、
ま
ず
明
代
の
小
説
家
・
呉
承
恩
の
『
西

遊
記
』

が
挙
げ
ら
れ
る
。『
西
遊
記
』
は
江
戸
時
代
に
日
本
へ
伝
来
し
、

そ
れ
以
来
、
日
本
人
に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
荒
唐
無
稽
な
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
全
体
的
な
構
造
は
極
め
て
論
理
的
に

で
き
て
い
る
。
そ
の
論
理
性
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
江
戸
時
代
以
来
、

日
本
人
は
『
西
遊
記
』
の
翻
訳
、
研
究
と
解
釈
に
努
め
て
き
た
。
岡
本
綺

堂
、
江
戸
川
乱
歩
、
横
溝
正
史
、
夢
野
久
作
、
海
野
十
三
、
久
生
十
蘭
、

戸
川
昌
子
、
小
野
不
由
美
、
綾
辻
行
人
、
京
極
夏
彦
な
ど
、
ミ
ス
テ
リ
ー

の
代
表
作
家
は
も
ち
ろ
ん
、
四
代
目
鶴
屋
南
北
や
芥
川
龍
之
介
な
ど
歌
舞

伎
狂
言
作
家
と
純
文
学
作
家
、
さ
ら
に
現
代
の
「
故
人
サ
イ
ト
」
や
ゲ
ー

ム
「
逆
転
裁
判
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
テ
ク
ス
ト
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
怪

異
の
要
素
が
潜
ん
で
い
る
。
特
に
近
年
で
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ジ
ャ
ン
ル
で

の
「
怪
異
」
が
著
し
く
増
え
て
お
り
、
人
智
の
及
ば
な
い
「
非
合
理
」
的

な
存
在
を
対
象
と
す
る
怪
談
・
怪
奇
幻
想
・
ホ
ラ
ー
作
品
の
が
目
立
つ
の

で
あ
る
。

理
性
意
志
の
力
で
自
由
意
志
を
制
約
す
る
、
と
い
う
文
学
倫
理
学
批
評

理
論
の
文
学
的
範
例
の
一
つ
は
、
『
西
遊
記
』
の
中
の
孫
悟
空
を
数
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
理
論
の
視
座
か
ら
、

孫
悟
空
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
今
ま
で
と
異
な
る
見
解
を
出
せ
る
な
ら
、
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こ
の
理
論
を
用
い
て
、
日
本
の
怪
異
文
学
、
ひ
い
て
は
日
本
の
ミ
ス
テ
リ

ー
小
説
や
近
現
代
日
本
文
化
の
表
象
の
変
容
な
ど
に
、
新
な
解
釈
を
与
え

る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

文
学
倫
理
学
批
評
の
理
論
か
ら
見
る
と
、
孫
悟
空
は
明
ら
か
に
自
由
意

志
の
体
現
で
あ
る
。
孫
悟
空
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
岩
か
ら
生
ま

れ
た
卵
か
ら
進
化
し
た
も
の
、
よ
く
躾
け
ら
れ
た
石
の
猿
、
あ
る
い
は
松

の
実
を
食
う
猢
狲
（
コ
ソ
ン
）
、
な
ど
の
呼
称
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
人
間
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。倫
理
と
善
悪
を
知
ら
ず
、

倫
理
的
意
志
な
ど
一
切
持
た
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
は
仙
人
の

も
と
で
修
行
す
る
こ
と
で
、
真
っ
当
な
人
間
に
な
る
方
法
、
礼
儀
作
法
や

人
間
の
言
葉
を
習
い
、
心
に
倫
理
的
意
志
が
芽
生
え
た
。
仙
人
は
「
狲
」

の
字
の
け
も
の
へ
ん
を
消
し
て
、
彼
の
姓
を
「
孫
」（
孙
）
と
、
名
を
「
悟

空
」
と
し
て
与
え
た
。
七
十
二
般
の
変
化
術
と
、
雲
に
乗
っ
て
空
を
駆
け

る
觔
斗
雲
の
法
を
会
得
し
た
孫
悟
空
は
、
つ
い
に
生
き
る
た
め
の
ス
キ
ル

を
も
手
に
入
れ
、
獣
か
ら
「
人
間
」
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
倫
理
的
選
択
を
し
た
こ
と
の
な
い
孫
悟
空
は
、
ま
だ
理
性
的

意
志
の
欠
け
る
存
在
だ
っ
た
。
彼
は
自
分
の
意
の
ま
ま
に
、
悪
事
の
限
り

を
尽
く
し
た
。
蟠
桃
園
宴
を
好
き
な
だ
け
荒
ら
し
、
天
条
（
天
上
の
法
則
）

を
犯
し
た
孫
悟
空
を
、
天
帝
は
天
兵
・
天
将
を
遣
わ
し
て
捕
ま
え
よ
う
と

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
手
を
使
っ
て
も
暴
れ
る
孫
悟
空
を
抑
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
天
帝
は
仕
方
な
く
釈
迦
如
来
に
助
け
を
求
め
、
孫
悟
空
を
取
り
押

さ
え
て
五
行
山
に
封
印
さ
せ
た
。
五
百
年
後
、
孫
悟
空
は
三
蔵
法
師
に
助

け
ら
れ
、
そ
の
弟
子
と
し
て
天
竺
ま
で
の
旅
を
助
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
善
悪
知
ら
ず
、
叱
ら
れ
て
も
一
向
に
承
服
し
な
い
野
蛮
な
孫
悟

空
は
、
す
ぐ
三
蔵
法
師
に
反
発
し
て
脱
走
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
自
由
意

志
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
観
音
菩
薩
は
三
蔵
法
師
に
緊
箍
児
（
金
剛
圏
）

を
授
け
て
、
孫
悟
空
の
頭
に
は
め
さ
せ
た
。
ま
た
、
そ
の
輪
を
縮
め
さ
せ

る
定
心
真
言
（
緊
箍
の
呪
）
も
授
け
た
。
孫
悟
空
が
倫
理
違
反
の
行
為
に
出

る
と
、
呪
文
を
唱
え
る
だ
け
で
お
と
な
し
く
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
孫

悟
空
の
頭
は
、
自
由
意
志
の
象
徴
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
頭
に
は
め
ら
れ

た
緊
箍
児
は
、
理
性
的
意
志
の
象
徴
と
言
え
よ
う
。
弟
子
が
自
由
意
志
の

ま
ま
に
行
動
し
、
倫
理
違
反
の
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
緊
箍
の
呪
を

唱
え
て
話
を
無
理
矢
理
に
聞
か
せ
る
。
三
蔵
法
師
は
そ
の
よ
う
な
緊
箍
児

と
呪
文
に
よ
っ
て
、
孫
悟
空
の
自
由
意
志
を
抑
制
し
つ
つ
天
竺
へ
旅
立
っ

た
。
八
十
一
の
難
を
経
て
、
三
蔵
法
師
は
つ
い
に
彼
の
倫
理
的
選
択
を
終

え
て
、
如
来
よ
り
「
戦
闘
勝
仏
」
の
名
を
賜
っ
た
。
三
蔵
法
師
を
守
る
功

績
を
認
め
ら
れ
仏
に
な
っ
た
孫
悟
空
は
、
も
は
や
自
分
を
理
性
的
意
志
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
緊
箍
児
も
役
割
を
終
え
て

自
ら
外
れ
た
の
で
あ
る
。

『
西
遊
記
』
の
孫
悟
空
は
、『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
の
中
の
ス
フ
ィ
ン
ク

ス
と
イ
メ
ー
ジ
上
、
い
く
つ
か
類
似
す
る
要
素
が
あ
る
。
孫
悟
空
は
教
育

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
い
認
知
を
持
っ
て
お
り
、

智
恵
を
得
よ
う
と
す
る
意
欲
も
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
彼
の
頭
（
猿
の
頭
）

は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
頭
と
似
て
い
る
。
ま
た
、
孫
悟
空
の
体
（
猿
の
体
）

は
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
体
（
ラ
イ
オ
ン
の
体
）
と
同
じ
く
尻
尾
が
つ
い
て
い
て
、

両
者
と
も
ま
だ
獣
か
ら
人
間
へ
と
進
化
す
る
途
上
に
あ
る
こ
と
の
裏
付
け

で
あ
る
。
数
万
年
の
間
、
猿
と
い
う
動
物
的
存
在
か
ら
脱
出
し
た
孫
悟
空

に
、
ま
だ
猿
の
尻
尾
が
つ
い
て
い
る
こ
と
こ
そ
、
人
間
へ
の
進
化
が
ま
だ
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終
わ
っ
て
い
な
い
印
と
言
え
よ
う
。
こ
の
尻
尾
は
、
ほ
か
で
も
な
く
ア
ニ

マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
そ
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
く
獣
で
も
、
孫
悟

空
が
人
間
へ
と
進
化
す
る
過
程
が
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
そ
れ
よ
り
か
な
り

の
月
日
を
費
や
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
孫
悟
空
の
猿
の
頭
は
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
で
は
な
く
、
ま
だ
「
人
間
性
」
を
得
て
い
な
い
こ
と

の
印
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
如
来
は
、
孫
悟
空
の
自
由
意
志
を
抑
え

て
人
間
と
同
じ
く
理
性
的
な
存
在
、
つ
ま
り
彼
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク

タ
ー
あ
る
い
は
「
人
間
性
」
を
獲
得
さ
せ
る
べ
く
、
そ
の
頭
に
緊
箍
児
を

嵌
め
た
。
孫
悟
空
が
自
由
意
志
に
従
っ
て
行
動
す
る
た
び
に
緊
箍
の
呪
を

唱
え
ら
れ
、
こ
う
し
て
そ
の
自
由
意
志
も
、
理
性
の
制
御
を
受
け
る
の
と

同
じ
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
て
い
る
。
緊
箍
児
の
抑
制
作
用
が
、

人
間
の
頭
脳
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
理
性
を
そ
の
ま
ま
象
徴
し
て
い
る
こ

と
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
た
だ
し
、
緊
箍
児
は
本
来
、
他
人
か
ら

押
し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、孫
悟
空
が
自
ら
嵌
め
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、

孫
悟
空
自
身
が
理
性
的
な
存
在
だ
と
は
言
え
な
い
。
三
蔵
法
師
が
緊
箍
の

呪
を
唱
え
る
時
だ
け
孫
悟
空
の
理
性
的
意
志
が
現
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

三
蔵
法
師
は
、
緊
箍
児
で
孫
悟
空
の
非
理
性
的
意
志
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
が
、
孫
悟
空
を
従
わ
せ
、
行
動
さ
せ
る
基
準
は
、
三
蔵
法
師
自

身
の
倫
理
・
観
念
に
よ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
両
者
の
間
で
は
、
三

蔵
法
師
は
理
性
的
意
志
、
す
な
わ
ち
人
間
の
論
理
的
な
思
考
能
力
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
俗
世
の
私
欲
を
捨
て
た
三
蔵
法
師
は
、
肉
欲
を
抑
え
る

理
性
的
意
志
の
象
徴
で
も
あ
る
。
緊
箍
の
呪
を
唱
え
な
い
と
、
諸
悪
の
根

源
と
も
言
え
る
猿
の
頭
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
理
性
的

な
も
の
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
『
西
遊
記
』
で
は
、
妖
怪
た
ち
は
常
に
三
蔵
法
師
を
誘
惑
し
、

そ
の
肉
を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
三
蔵
法
師
の
肉
を
食

べ
る
と
魔
性
が
取
り
除
か
れ
、
不
老
不
死
の
仙
人
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
妖
怪
が
三
蔵
法
師
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
＝
理
性
を
吸
収

す
る
こ
と
は
、
元
は
と
言
え
ば
理
性
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
妖
怪
か
ら
仙

人
に
な
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
西
遊
記
』
の
妖
怪
に
は
、
何
千
、

何
百
年
の
修
行
を
経
て
、
よ
う
や
く
人
間
の
形
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
も

の
が
殆
ど
で
あ
る
。
自
ら
進
ん
で
、
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
長
い
苦
行
を
す

る
目
的
は
た
だ
一
つ

―
人
間
に
な
る
こ
と
だ
が
、
彼
ら
は
人
間
の
形
を

手
に
入
れ
た
後
、
姿
だ
け
で
は
人
間
に
な
れ
な
い
こ
と
、
結
局
自
分
た
ち

は
人
間
と
異
な
る
存
在
で
し
か
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
人
間
の
も
っ
と

も
本
質
的
な
も
の
は
理
性
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
妖
怪
た
ち
に

と
っ
て
、
諸
欲
か
ら
解
脱
し
た
三
蔵
法
師
は
理
性
の
象
徴
で
あ
り
、
人
間

性
そ
の
も
の
と
し
て
映
っ
て
く
る
。
彼
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
は
、
妖
怪
た

ち
が
理
性
を
求
め
、
本
当
の
人
間
に
な
る
た
め
の
努
力
で
あ
る
。

『
聊
斎
志
異
』
な
ど
中
国
の
怪
異
小
説
に
は
、
獣
が
人
間
に
な
る
た
め
、

苦
し
い
修
行
を
す
る
描
写
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
修
行
は
、
人
が
自
ら
を
磨

く
方
法
の
一
つ
で
あ
り
、「
悪
」
を
取
り
除
き
カ
タ
ル
シ
ス
を
得
る
こ
と

で
自
由
意
志
を
制
御
し
、
高
度
な
人
格
あ
る
い
は
「
善
」
に
達
す
る
た
め

の
鍛
錬
で
あ
る
。
こ
の
「
善
」
は
、
修
行
の
目
標
で
あ
り
結
果
で
あ
る
。

修
行
を
通
し
て
、
人
間
は
崇
高
な
理
想
を
追
い
求
め
る
過
程
を
経
て
仙
人

と
な
り
、
獣
は
身
心
の
完
全
な
入
れ
替
わ
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
獣
の
修
行
は
莫
大
な
時
間
を
要
す
る
た
め
、
人
間
の
修
行
よ
り
遥
か
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に
厳
し
い
。
修
行
が
終
わ
っ
た
暁
に
は
最
大
の
幸
福
が
得
ら
れ
る
が
、

「
悪
」
を
駆
除
す
る
過
程
は
想
像
以
上
に
苦
し
い
も
の
で
あ
り
、
根
気
が

な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。
一
般
的
に
は
、
中
国
に
お
け
る
獣
の
修

行
は
人
間
に
な
る
と
い
う
目
的
を
持
つ
場
合
が
多
く
、
獣
（
植
物
を
含
む
）

は
長
い
間
修
行
を
し
た
結
果
、
人
間
の
形
を
得
て
己
の
自
然
的
選
択
を
終

え
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
形
を
得
る
こ
と
は
、
獣
が
修
行
を
通
し
て
は
じ

め
て
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
修
行
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
人
間
と
な
る

た
め
の
基
本
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
獣
は
倫
理
的
選
択
を
し
な
い
た
め
、

人
間
の
形
を
獲
得
し
て
も
本
当
の
人
間
に
は
な
ら
ず
、
無
意
識
的
に
獣
た

る
本
性
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

最
高
の
境
地
へ
と
至
る
た
め
に
、
理
想
的
な
〈
人
間
〉
に
な
る
こ
と
は
、

人
間
と
獣
が
修
行
を
通
し
て
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
獣
に
と
っ

て
の
修
行
は
、
人
間
と
な
る
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
人
間
へ
と
進
化
す
る

こ
と
で
生
物
界
の
頂
点
に
君
臨
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。文
学
の
中
で
、

そ
れ
を
最
後
ま
で
成
し
遂
げ
た
獣
は
多
く
な
い
が
、
そ
れ
で
も
彼
ら
は

「
悪
」
を
駆
除
し
「
善
」
を
取
り
入
れ
、
人
間
に
な
る
こ
と
を
何
よ
り
も

願
っ
て
い
る
。
西
洋
文
学
に
も
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
獣
の
苦
行
談
が
存

在
す
る
。
人
魚
姫
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
と
同
じ
く
、
人

魚
は
美
し
い
女
性
の
頭
を
し
て
い
る
一
方
、
体
に
は
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク

タ
ー
の
現
れ
で
あ
る
魚
の
尻
尾
（
獣
の
体
の
一
部
分
）
が
つ
い
て
い
る
。
ア

ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
中
の
人
魚
姫
は
、
人
間
の
王
子
が
好
き
に
な
っ
て
彼

と
結
婚
し
た
か
っ
た
が
、
獣
は
到
底
人
間
と
異
な
る
存
在
で
あ
る
た
め
、

彼
女
の
願
い
は
叶
え
な
か
っ
た
。
人
間
と
な
る
た
め
に
、
海
の
魔
女
か
ら

も
ら
っ
た
飲
み
薬
を
飲
ん
だ
彼
女
は
、
魚
の
尻
尾
が
人
間
の
足
に
な
る
時

の
激
し
い
痛
み
を
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
言
葉
ま

で
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
魚
姫
の
物
語
は
、
人
間
で
あ
れ
獣
で
あ
れ
、〈
人

間
〉
と
な
る
に
は
大
き
な
代
価
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

日
本
文
学
・
中
国
文
学
と
い
い
西
洋
文
学
と
い
い
、
語
り
方
や
内
容
こ

そ
異
な
る
も
の
の
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
存
在
を
示
す
例
証

は
至
る
と
こ
ろ
で
発
見
で
き
る
。
こ
れ
は
、
文
学
作
品
を
理
解
す
る
際
に
、

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
を
用
い
る
こ
と
の
有
効
性
を
物
語
っ
て
い

る
。
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と

ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
か
ら
な
っ
て
お
り
、
人
間
の
理
性
的
意
志
と
自

由
意
志
を
通
し
て
作
用
す
る
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
ア
ニ
マ

ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
重
心
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
中
人

物
の
性
格
や
物
語
の
筋
書
き
が
変
化
す
る
。
理
性
的
意
志
が
ど
の
よ
う
に

自
由
意
志
を
抑
制･

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
も
大
切
だ

が
、
道
徳
の
束
縛
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
非
理
性
的
意
志
の
存
在
も
無

視
し
て
は
な
ら
な
い
。
非
理
性
的
意
志
あ
る
い
は
自
然
的
意
志
は
、
本
能

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
誤
っ
た
判
断
や
犯
罪
の
欲
望
か
ら
来
た

も
の
で
あ
り
、
常
に
感
情
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
感

情
に
駆
け
立
て
ら
れ
る
非
道
徳
的
な
力
で
あ
り
、
理
性
的
意
志
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
受
け
な
い
、
い
わ
ば
逆
方
向
の
意
志
で
あ
る
。
人
間
の
倫
理
意

識
に
浸
透
す
る
自
然
的
意
志
が
、
理
性
的
意
志
の
抑
制
か
ら
離
脱
し
て
理

性
的
意
志
と
衝
突
す
る
過
程
は
、
文
学
で
は
様
々
な
形
と
し
て
現
れ
、
作

品
の
倫
理
的
構
造
を
な
し
て
い
る
。

倫
理
選
択
の
過
程
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
ア
ニ
マ
ル
・
フ
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ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
理

性
的
意
志
、
自
由
意
志
と
非
理
性
的
意
志
の
間
に
起
こ
る
倫
理
的
衝
突
を

通
し
て
、
社
会
の
歴
史
と
人
間
個
性
の
発
展
に
お
け
る
倫
理
的
選
択
の
重

要
性
を
示
し
、
文
学
作
品
の
基
本
的
な
内
容
と
表
現
の
形
式
を
規
定
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
学
を
読
む
時
に
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー

に
関
す
る
分
析
か
ら
着
手
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
品
へ
の
客
観
的
な
評

価
を
行
っ
た
上
で
、
現
代
の
読
者
は
テ
キ
ス
ト
を
ど
う
読
む
べ
き
か
と
い

う
問
題
の
答
え
を
出
す
た
め
に
、
効
果
的
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

最
後
は
、
芥
川
龍
之
介
の
『
杜
子
春
』
を
例
と
し
て
、
日
本
の
文
学
研

究
に
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
を
取
り
入
れ
る
可
能
性
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
本
論
の
結
び
と
し
た
い
。

『
杜
子
春
』
は
、
同
名
の
中
国
伝
奇
小
説
を
ベ
ー
ス
に
し
た
短
編
小
説

で
あ
る
。
さ
ら
に
中
国
の
『
杜
子
春
』
も
、
玄
奘
三
蔵
の
『
大
唐
西
域
記
』

「
婆
羅
痆
斯
國
（
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー
、
引
用
者
注
）
烈
士
池
及
傳
説
」
が
原

話
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
玄
奘
が
伝
え
た
イ
ン
ド
の
伝
承
を
元
に
、
杜
子
春

と
い
う
人
物
が
作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
た

杜
子
春
は
、
鉄
冠
子
と
名
乗
っ
た
仙
人
の
力
で
金
持
ち
に
な
る
が
、
そ
の

仙
人
の
思
惑
で
様
々
な
幻
覚
と
苦
痛
を
見
せ
ら
れ
味
わ
わ
さ
れ
る
と
い
う

話
で
あ
る
。
貧
乏
人
―
金
持
ち
―
貧
乏
人
―
仙
人
と
四
度
も
身
分
を
変
え

た
杜
子
春
は
、
再
び
貧
乏
人
に
な
る
時
、
こ
れ
は
す
べ
て
人
間
の
薄
情
さ

の
せ
い
だ
と
己
を
弁
護
す
る
。
し
か
し
、
薄
情
さ
の
せ
い
で
は
な
い
こ
と

は
、
彼
の
富
へ
の
欲
望
や
彼
の
無
駄
遣
い
ぶ
り
、
つ
ま
り
彼
の
中
に
存
在

す
る
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
が
証
明
し
て
い
る
。
再
び
貧
乏
に
な
っ
た

の
は
彼
自
身
の
持
っ
て
い
る
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
せ
い
だ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
杜
子
春
は
そ
れ
に
気
づ
か
ず
、
「
薄
情
さ
」
を
否

定
す
る
こ
と
か
ら
「
人
」
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
人
で
あ
る

こ
と
を
や
め
て
、
仙
人
に
な
る
こ
と
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。

杜
子
春
の
願
い
を
聞
き
入
れ
、
弟
子
に
し
た
仙
人
は
、
「
自
分
が
戻
る

ま
で
は
何
が
あ
っ
て
も
声
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
命
じ
る
。
そ
れ
か

ら
の
杜
子
春
は
、
ど
ん
な
苦
し
い
目
に
遭
っ
て
も
声
を
出
さ
ず
に
耐
え
忍

び
て
き
た
。
言
い
つ
け
を
守
る
杜
子
春
に
、
次
々
と
試
練
が
や
っ
て
く
る
。

虎
と
蛇
に
も
臆
せ
ず
、
神
将
の
脅
し
に
も
屈
し
な
か
っ
た
彼
は
武
器
で
突

き
殺
さ
れ
る
が
、
地
獄
の
閻
魔
大
王
に
す
ら
黙
秘
を
続
け
る
。
し
か
し
、

地
獄
で
馬
に
変
え
ら
れ
た
両
親
に
出
会
い
、
鞭
で
う
た
れ
て
倒
れ
た
母
の

声
を
聞
い
た
と
き
、
思
わ
ず
「
お
母
さ
ん
」
と
叫
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
ま

で
の
苦
労
は
水
の
泡
と
な
り
、
杜
子
春
は
仙
人
に
な
る
資
格
を
失
っ
た
。

し
か
し
、
杜
子
春
は
人
間
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
に
気
付
き
、

人
間
ら
し
く
正
直
に
生
き
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
「
大
切
な
も
の
」
は
、

①
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
の
二
種
類
の

フ
ァ
ク
タ
ー
が
有
機
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
完
全
な
人
間
が

構
成
さ
れ
る
。
人
間
に
と
っ
て
は
、
こ
の
二
種
類
の
フ
ァ
ク
タ
ー
は
ど
ち

ら
も
不
可
欠
の
存
在
で
あ
る
。
②
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
上
位
フ

ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
一
方
、
ア
ニ
マ
ル
・
フ
ァ
ク
タ
ー
は
下
位
フ
ァ
ク
タ
ー

で
あ
る
。
前
者
は
後
者
を
支
配
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
間
は
倫
理
観
を

持
っ
た
人
間
に
な
る
。
す
る
と
、
「
お
前
は
も
う
仙
人
に
も
お
金
持
ち
に

も
な
り
た
い
と
も
思
っ
て
い
な
い
、
で
は
何
に
な
り
た
い
の
だ
？
」
と
尋

ね
る
鉄
冠
子
に
対
し
、
杜
子
春
は
「
こ
れ
か
ら
は
人
間
ら
し
い
、
正
直
な

暮
ら
し
を
す
る
」
と
答
え
る
。
仙
人
は
そ
の
言
葉
を
忘
れ
ぬ
よ
う
諭
し
、
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泰
山
の
麓
の
一
軒
家
を
彼
に
与
え
て
去
っ
て
い
く
。
ま
さ
に
、「
汝
自
身

を
知
れ
」

―
ア
ポ
ロ
ン
の
神
殿
に
刻
ま
れ
た
意
味
深
い
言
葉

―
の
答

え
を
悟
っ
た
か
ら
こ
そ
、
人
間
に
戻
る
こ
と
を
杜
子
春
は
選
ん
だ
の
で
あ

る
。

『
杜
子
春
』
の
ほ
か
、
上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』、
村
上
春
樹
の
『
海

辺
の
カ
フ
カ
』
や
中
島
敦
の
『
山
月
記
』
な
ど
も
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ

ァ
ク
タ
ー
の
理
論
を
用
い
て
解
釈
で
き
る
好
例
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
作

品
に
つ
い
て
の
分
析
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

【
注
記
】

１

自
然
選
択
の
方
法
は
自
然
進
化
で
あ
り
、
弱
肉
強
食
を
法
則
と
し
て
い
る
。
倫
理

選
択
の
方
法
は
倫
理
教
誨
、
つ
ま
り
倫
理
を
学
ぶ
こ
と
で
人
間
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

科
学
選
択
の
方
法
は
科
学
技
術
で
あ
り
、
技
術
の
更
新
を
手
段
と
す
る
。

「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
の
概
念
に
関
し
て
は
、
聶
珍
釗
『
文
学
倫
理
学

2
批
評
導
論
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
三
六
～
三
九
頁
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。詳

細
は
津
田
淳
『
人
間
の
森
の
探
究

―
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
謎
は
解
け
る
の
か
』（
川

3
島
書
店
、
一
九
九
六
年
四
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

詳
細
は
前
掲
注

を
参
照
さ
れ
た
い
。

4

2

後
藤
淳
「
ギ
リ
シ
ア
人
の
人
間
観
：
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
を
手
が
か
り
に
し
て
」『
東
亜

5
大
学
紀
要
』

、
二
〇
一
四
年
九
月
、
一
頁
。

20

『
西
遊
記
』
は
、
中
国
明
代
の
小
説
家
呉
承
恩
（1501-1582?

）
が
明
代
中
期
に
書

6
い
た
伝
奇
・
神
怪
通
俗
小
説
（
全
百
回
）
で
あ
る
。
唐
の
僧
侶
・
三
蔵
法
師
（
中
国

で
は
「
唐
僧
」「
玄
奘
三
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）
が
、
妖
怪
だ
っ
た
弟
子
た
ち
（
孫

悟
空
、
猪
八
戒
、
沙
悟
浄
）
と
共
に
八
十
一
の
難
を
乗
り
越
え
て
、
西
天
（
天
竺
、

現
在
の
イ
ン
ド
）
へ
の
取
経
に
成
功
し
た
物
語
で
あ
る
。

【
付
記
】

本
論
文
は
、2021-2022

年
度
中
国
浙
江
省
高
校
重
大
人
文
社
科
攻
関
計
画
項
目
「
文

学
倫
理
学
批
評
の
学
際
的
言
説
シ
ス
テ
ム
の
構
築

―
脳
テ
ク
ス
ト
理
論
に
基
づ
い

て

―
」（2023Q

N
071

）
、
中
国
国
家
社
科
基
金
重
大
項
目
「
当
代
西
方
倫
理
批
評
文
献

の
整
理
・
翻
訳
・
研
究
」（19ZD

A
292

）
の
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

文
学
倫
理
学
批
評
理
論
に
つ
い
て
は
、
聶
珍
釗
『
文
学
倫
理
学
批
評
導
論
』（
北
京
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
英
文
、
中
国
語

文
献
の
翻
訳
は
、
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
。

（
浙
江
大
学
外
国
語
学
院
副
研
究
員
）


